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【要旨】 

 本研究は女子大学生における育児への感情と育児動機づけおよび育

児経験との関連について検討することを目的とした。女子大学生・短期

大学生 144 名を対象に，これまでの育児経験と育児への感情（ポジティ

ブ感情・ネガティブ感情），育児動機づけ（「見返り期待」・「内的喜び」・

「社会的当為」）に関してインターネットを通じた質問紙調査を行った。

育児への感情から育児動機づけへのパス，およびこれらの変数に対する

育児経験からのパスを想定した研究モデルに沿ってパス解析を行った。

その結果，育児へのポジティブ感情は内的喜び，ネガティブ感情は見返

り期待と関連した。育児経験は見返り期待と直接的に関連するとともに，

ネガティブ感情を介して間接的に関連した。学部系統の違いを調べたと

ころ，保育系学部の学生は他学部の学生よりも内的喜びが高く，見返り

期待が低いという特徴がみられた。最後に，青年期の段階から育児経験

をすることの意義について考察した。 
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１．はじめに 

 

仕事と育児の両立の難しさや虐待など育児を巡る問題が社会問題と

なる中，これからの子育て世代は育児に対してどのように感じているの

であろうか。女子大学生の 1 割程度は出産や育児を希望しないという報

告があり 1)2)，自分の生き方や行動が制限されるという制約感が大きな

理由となっている。また，女子大学生にとって育児は“嬉しい”，“幸

せな”感情と“大変な”，“イライラする”感情を併せ持つ両価的なも

のであること 3)，青年期女子の育児不安が年齢と共に高まることが報告

されている 4)。育児経験者である親が育児に対して両価的感情をもつこ

とは自明であるが 5)，まだ出産・育児を経験していない大学生において

も両価的感情を抱くのはなぜであろうか。先行研究は少ないが，過去の

子どもとの接触体験が多い人は，子どもや育児へのポジティブなイメー

ジや感情をもちやすいことが示唆されている 6)7)。少子化が続く中，幼い

子どもを世話したり一緒に遊ぶような育児経験の少なさが，育児へのポ

ジティブ感情やネガティブ感情に影響する可能性が考えられる。 

さて，感情は意欲すなわち動機づけと関連する。動機づけは「認知」

「欲求」「感情」など複数の心理的要因から形成される統合的な概念であ

り，行動を生起させ，持続させる働きをする。これまでの動機づけ研究

では認知の働きが着目されてきたが，最近は感情の働きも注目されてい

る 8)。動機づけに関する研究は学習や仕事に関して多く積まれているが，

近年は日常的・習慣的な行動も研究されるようになり，育児の動機づけ

（以下，“育児動機づけ”とする）の研究が進められている 9) 10)。乳幼

児をもつ母親を対象とした場合 9)，育児動機づけは「内的喜び」「見返り

期待」「社会的当為」から構成され，ポジティブ感情に生起する「内的喜

び」は内発的動機づけに，何らかの報酬のために行う「見返り期待」や

義務感による「社会的当為」は外発的動機づけに属すると考えられる。

育児動機づけと実際の育児行動との関連を調べた実証的研究はまだ少

ないが，“楽しいから（育児を）やる”という「内的喜び」は実際の育児

行動にもつながる重要なものであることが示唆されている 11)。育児を望

まない女子大学生が少なからず存在することを踏まえると，楽しさや喜

びのために育児に向かう心性を早期から高めていくことには意義があ

ると考えられる。青年期女子を対象に，子どもとの接触経験が乳児への

接触欲求を中心とした育児動機づけと関連したこと 6)から，育児経験は

育児動機づけを促進すると考えられるが検討数はまだ非常に少ない。 

以上から，本研究では女子大学生を対象に，育児への感情と育児動機

づけおよび育児経験との関連について検討する（図 1）。また，保育系の

学生は子どもとの接触経験が必然的に多くなるため，保育系と他の学部

系統との差を明らかにする。なお，育児経験がほとんどない人が世話行

為（“トイレ”や“歯磨き”など）をどの程度具体的に想起できるのか
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は未知数であり，実際とは異なった育児内容を想起する可能性も考えら

れる。そのため，本研究では育児場面を描いたイラストを用い，統一し

た刺激から喚起される育児への感情を測定する。 

 

 

 

 

２．方 法 

 

（１）対象者 

A・B・C 県の 4 大学と 2 短期大学に所属する女子大学生・短期大学生

149 名を対象とした。回答に不備等があった 5 名を除き，144 名（四年制

大学 118 名，短期大学 23，不明 3 名）を分析対象とした。 

 

（２）手続き 

各大学にてリクルート用のポスター等を通じて調査協力を呼び掛け

た後，協力希望者には説明文書を用いて説明を行った。同意が得られた

場合に調査用 URL にアクセスしてもらった。web 調査への回答をもって

同意を得たものと判断した。調査は 2020 年 10 月に実施した。 

 

（３）調査内容 

育児経験：８つの育児行動（おむつ替え，トイレに連れていく，一緒

にお風呂に入る，食事の世話，寝かしつけ，絵本や本の読み聞かせ，一

緒に遊ぶ，抱っこやおんぶ）をこれまでにどの程度経験しているか，“ま

ったく経験がない”～“かなり経験している”の 4 件法で尋ね，合計得

点を算出した。 

育児への感情：花沢 6)の「対児感情尺度」を参考に，ポジティブ感情

（“ほほえましい”，“あたたかい”，“たのしい”）3 項目と，ネガ

ティブ感情（“めんどうくさい”，“わずらわしい”，“うっとうしい”）

3 項目の計 6 項目を作成した。中島他 12)の育児場面を描いた７枚のイラ
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ストを呈示し（図 2），“次にあげる印象をどのくらい感じましたか”と

尋ね，”全く感じない”から”強く感じる”までの 4 件法で回答しても

らった。ポジティブ感情,ネガティブ感情それぞれの合計得点を算出し

た。α係数は，ポジティブ感情・ネガティブ感情ともに.95 であった。 

育児場面のイラストは，育児場面毎（離乳食，トイレトレーニング，

着替え，歯磨き，おむつ替え，絵本の読み聞かせ，入浴）に大人が育児

に携わっている様子を表現したものであり，育児場面として適切かどう

か育児経験者によって確認されている 12) 13)。対象者自身が育児をして

いる場面を想起できるように子どもや養育者の表情等がわからないよ

うに作成されている。育児経験者を対象に妥当性を確認したところ，い

ずれのイラストもポジティブ感情やネガティブ感情に極端な数値を示

すものはなく，偏りが少ないことが確認されている 12)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. イラスト例（絵本の読み聞かせ場面） 

 

育児動機づけ：中島他 9)の「子育て動機づけ尺度」22 項目を用いた。

老後の世話や人間関係の維持など何らかの報酬のために行う「見返り期

待」（e.g.“夫婦の絆を深めたいから”，“自分の老後の面倒をみてもら

いたいから”）9 項目，育児が楽しいから行う「内的喜び」（e.g.“子ど

もに接していることが楽しいから”,“子育てすること自体が好きだか

ら”）8 項目，「社会的当為」（e.g.“生んだ（生ませた）責任があるか

ら”,“自分が親に育ててもらったから”）5 項目の 3 下位尺度から構成

される。「将来あなたが育児をするとき，どのような理由で育児をすると

思いますか。」という教示に対し，“あてはまる”～“あてはまらない”

の 5 件法で尋ねた。各下位尺度の α 係数は，それぞれ.86，.78，.72 で

あった。下位尺度の合計得点を項目数で割った平均値を算出した。 

なお，対象者の中には将来的に子どもを育てたくないと考えている人

がいることを想定し，4 件法で育児の希望を尋ね，「子どもを育てたくな

い」と回答した場合は，「育児動機づけ」尺度には回答せず，次の質問に

移るようにした。 

属性：年齢，学年，所属学部系統，大学名を尋ねた。 
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（４）分析方法 

各変数の平均得点を算出後，相関は Pearson の相関係数を，2 群間の

差の検定には t 検定を行った。分析には統計ソフト IBM SPSS Statistics 

version 23 を使用し，有意水準は 5%未満とした。 

 

（５）倫理的配慮 

リクルート時および調査実施前の説明文書で，調査の趣旨と，データ

は全体として処理されるため個人が特定されないこと，調査は匿名で行

われるためにプライバシーは十分に保護されること，研究以外の目的に

は使用されないこと，調査への参加は任意であること，web 調査である

ため撤回ができないこと，調査中に万が一気分が悪くなった場合は中断

して構わないこと等を文書にて明記した。未成年の学生にはリクルート

時に保護者への説明文書を学生を通じて配布した。これらに同意が得ら

れた人のみ調査に参加してもらった。なお，本研究は静岡県立大学研究

倫理審査委員会の承認（受付番号 2‐10）を得て実施した。 

 

３．結 果 

 

（１）対象者の特徴 

対象者の平均年齢は 19.96 歳（標準偏差 = 0.92），学年は 1 年生 21

名，2 年生 47 名，3 年生 66 名，4 年生 6 名，不明 4 名であった。学部は

人文 42 名，保育 48 名，外国語 11 名，福祉 5 名，農学 1 名，健康 16 名，

芸術 11 名，総合 5 名，その他 2 名，不明 3 名であった。 

 

（２）各変数の基礎統計量および相関係数 

 各変数の平均値と標準偏差，相関係数を表 1 に示す。育児経験と育児

のネガティブ感情および見返り期待との間に負の相関が示された。ポジ

ティブ感情と内的喜びには正の相関がみられ，ネガティブ感情は見返り

期待とは正の相関，内的喜びとは負の相関を示した。 
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（３）育児経験，育児への感情および育児動機づけの関連 

 本研究のモデル（図１）に沿って，パス解析を行った。はじめに育児

への感情を従属変数，育児経験を独立変数とする回帰分析を行ったとこ

ろ，育児経験からポジティブ感情へのパスはみられず，ネガティブ感情

への有意なパスがみられた（β= -.18 , p < .05）。次に，育児動機づけ

を従属変数，育児経験および育児への感情を独立変数とする重回帰分析

を行ったところ，見返り期待の説明率が有意であり（R2 = .17, p < .001），

育児経験（β= -.27, p < ,01），ネガティブ感情（β= .29, p < .01）

からのパスが有意であった。内的喜びについても説明率が有意であり（R2 

= .13, p < .001），ポジティブ感情（β= . 30, p < .01）からのパス

が有意であった。社会的当為については説明率やパスの有意性がみられ

なかった。社会的当為を除いたモデル図を示す（図 3）。 

 

 
 

（４）所属学部による比較 

 保育系の学生と他学部の学生との比較を行った。その結果，保育系の

学生は他学部の学生よりも育児経験が多く（t (141) = 4.71, p <.001），

育児動機づけの見返り期待が低い一方で（t (139) = 2.33, p <.05），

内的喜びが高かった（t (139) = 3.57, p <.01）。育児への感情や，育児

動機づけの社会的当為には差が示されなかった。 

 

４．考  察 

 

 本研究の目的は，女子大学生の育児への感情と育児動機づけおよび育
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児経験との関連性を検討することであった。各変数の関連について，研

究モデルに沿ってパス解析を行ったところ，育児経験は育児へのポジテ

ィブ感情とは関連しないが，ネガティブ感情と負の関連をした。育児経

験が多いほど子どもへの接近感情や好意感情が高いこと 6)14)が示唆され

ているが，育児に対する感情とも関連することが明らかにされた。ただ

し，育児経験はポジティブ感情ではなく，ネガティブ感情と関連したこ

とから，実際に子どもの世話や子どもとの遊びを経験することは，育児

の煩わしさや面倒さを和らげる働きをすると考えられる。 

 育児経験は育児動機づけの見返り期待と負の関連をする一方，内的喜

びや社会的当為とは関連しなかった。育児経験の多さは，報酬のために

育児をするという外発的動機づけを低減することが示唆される。子ども

の世話や相互作用の経験を通じて育児を具体的に理解したことが影響

した可能性がある。 

 育児への感情は育児動機づけと関連し，ポジティブ感情は内的喜びと，

ネガティブ感情は見返り期待とそれぞれ正の関連をした。育児への感情

は育児動機づけのプロセスを活性化すると考えられ 15)，本研究の結果か

らは内発的動機づけ，外発的動機づけのいずれのプロセスにも関与する

ことが示唆される。1・2 歳児をもつ母親を対象にインタビュー調査をし

た Hajal et al.16)では，焦りや怒りのようなネガティブ感情が動機づけ

と関連をしているが，本研究ではどちらの感情も動機づけと関連するこ

とが示された。育児動機づけの３つの下位要因については，ポジティブ

感情は内的喜びと関連した。育児へのポジティブ感情と，“楽しいから”

“子どもが好きだから”育児をするという内的喜びが正の関連を示すの

は自然なことと考えられる。内的喜びは育児期の母親にとって遊びや散

歩に行くなど子どもと関わる行動の原動力である 11)。青年期の段階から

育児に対するポジティブ感情を高めていくことは大切なことと考えら

れる。一方，ネガティブ感情は見返り期待と正の関連を示した。本研究

で設定した報酬は，夫婦関係や自身の老後の世話や経済力，孤独回避や

周囲からの承認欲求等である。育児に対して煩わしさを感じる人ほど，

このような報酬のために育児に向かう心性があるといえる。見方を変え

れば，ネガティブ感情が高い人が育児に向かうためには報酬が必要とも

考えられる。しかし,育児の報酬は学業や仕事の成果と比べて曖昧なも

のであり，達成したかどうかがわかり難く，育児を生起するための強い

エネルギーになるとは言い難い。また，報酬のために育児をすることは，

“育児は見返りを求めるものではない”という社会的風潮に反した面

もあると考えられる。なお，本研究の結果から，育児経験→ネガティブ

感情→見返り期待のパスが示されたことから,育児経験はネガティブ感

情を介して間接的に育児動機づけに影響することが示唆される。より多

くの育児経験をもつことがネガティブ感情を抑え，結果的に外発的動機

づけの抑制につながる可能性があると考えられる。 
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 外発的動機づけのうち，責任感や義務感による社会的当為は育児経験

や育児への感情と関連しなかった。社会的当為は“親が我が子を育てる

のは当たり前のこと”として育児に向かう心性である。女子大学生を対

象とした場合，こうした心性は育児経験や感情には左右されないものと

考えられる。 

 学部系統による差をみると，保育系の学生は他学部の学生と比べて育

児への感情に差がなかった。石松他 17)では，保育系の学生は，看護系・

栄養系の学生に比べて子ども好きが多く，ポジティブな対児感情や育児

イメージをもっていたが，本研究ではその特徴がみられなかった。他方，

育児動機づけに特徴がみられ，保育系の学生は見返り期待が低く，内的

喜びが高かった。もともとの子ども好きの特性があるためか，保育系の

学生は報酬による外発的動機づけは低く，育児に対する内発的動機づけ

は高いといえる。 

以上，本研究から，大学生の育児経験は育児への感情や動機づけと関

連することが明らかになった。少子化や核家族化が続く中，きょうだい

や近い親戚に乳幼児がいない場合は，育児経験の機会はかなり限られる

であろう。本研究では育児経験の時期をくわしく測定していないが，青

年期においてより多く育児を経験する機会をもつことは，将来の育児に

有効に働く可能性がある。 

 

５．今後の課題 

 

本研究は女子大学生を対象に検討したが，青年期の育児への感情や動

機づけについてより深く理解するために，育児期の母親との比較をする

ことは意義深いと考えられる。また，男子大学生の対象者を増やし，男

女差をみることも必要である。男性は外遊び，女性は世話行動といった

育児分担を男女ともに想定していること 18)，女子学生は男子学生より養

護性が高いこと 19)等の先行知見を踏まえると，育児動機づけにも差があ

ることが推測される。さらに，育児動機づけのように日常的行動の動機

づけは無意識に働くことが多い 8) 20)ため，無意識的に働く育児への感情

や動機づけのメカニズムを探っていくことも意義深いと考えられる。 
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